
世田谷区福祉人材育成・研修センター 専門性向上研修

日 時

令和8年2月2日（月）１4時～17時

Point!

対 象 受講方法 Zoomを活用したオンラインでのライブ研修です。

相談記録の書き方
～短時間で適切な内容を表現する～

福祉職のキャリアアップ講座(共通)

定 員

福祉職として働き続ける中で、キャリアの幅を広げる鍵となるのが
“多職種と協働できる力”です。複雑化した支援ニーズに応えるためには、
互いの専門性を活かした連携が不可欠です。
本研修では、多職種とのコミュニケーション、連携の壁を越える方法、共有すべき
情報の整理など、“今日から実務で活かせる”具体的スキルを学びます。
新任職員からリーダー層まで幅広くご受講いただけます。

講 師

注意事項
・研修および研修資料等（動画含む）について、録音・録画・複製・撮影等、また第三者への提供及び
インターネット上での公開を一切禁止します。
・申込みいただいた個人情報は研修の目的以外には使用いたしません。

＜研修センターではお仕事の悩み等の無料の相談を行っています。＞

詳細はホームページをご覧ください。 https://www.setagaya-jinzai.jp/counseling

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

申込方法

集合研修

費用無料
主マネ更新研修

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

谷 ・ 枝
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

＜担当＞
世田谷区福祉人材育成・研修センター

○○ ・ ○○
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

定 員日 時

場 所

世田谷区立保健医療福祉総合プラザ1階 ○○○○
（世田谷区松原６-３７-１０）

動画研修

配置
1.視聴期間
2.内容 3.講師
4.受講方法
5.対象 6.申込方法
7.注意事項

集合研修

配置
1.日時 2.場所
3.内容 4.講師
5.対象 6.定員
7.申込方法
8.注意事項

＜主マネ更新研修の場合＞（太字にする）
・「東京都主任介護支援専門員更新研修」における受講要件に該当する研修です。
動画視聴後に、記名式のアンケートへの回答が必須です。

＜ヘルパー助成の場合＞（太字にする）
この研修は、「世田谷区登録ヘルパー等研修受講助成」の対象となります。
登録ヘルパーの方が受講した場合は、研修助成金を支給いたします。
受講後、記名式のアンケートへの回答が必須となります。

そ の 他

40名（先着順）

のホームページから研修・講座を

【集合研修】「福祉職のキャリアアップ講座(共通)」より

1月30日(金)までお申込みすることができます。

世田谷区福祉人材育成・研修センター

① 研修前日までにお申込みメールアドレス宛にZoomURLが届きます。

② 研修当日は送付されたURLより、研修へ参加ください。１５分前には
一度入室いただき接続チェックをしてください。

③ 研修受講後は、アンケートの回答をお願いいたします。

日 時

(1)多職種連携の意義と情報共有の重要性について

(2)連携・協働に求められること

(3)これからの地域福祉のあり方八木 亜紀子 氏

① 世田谷区内でサービスを提供している
福祉サービス事業所(高齢・障害・児童など) に所属している
医療・福祉サービス事業所の職員

②上記対象外で興味関心があり受講を希望する方

場 所 世田谷区立保健医療福祉総合プラザ１階 研修室A

※申込後、確認メールが届きます。メールが届かない場合はご連絡ください。

福島県立医科大学
放射線医学県民健康管理センター 特任准教授
アアリイ株式会社 代表取締役
米国で日英両語で個人、家族、グループ療法を提供し、日系コミュニティへのアウトリーチに従事。
またリーダーシップ養成トレーニング、コーチングを行った。
帰国後、（株）イープで従業員支援に携わるとともに、EAP専門家養成講座を企画運営し、スーパービジョンを提供。
筑波大学、東京学芸大学で教職員のワーク・ライフ・バランス支援、女性研究者支援に従事した。
また、社会福祉法人JHC板橋会ワーキング・トライで障害者の就労支援に携わった。
現在は福島県における被災者支援、組織に向けた研修とコンサルティング等に携わっている。

専門：臨床ソーシャルワーク、ＥＰＡ、専門家倫理
著書：『相談援助職の記録の書き方―短時間で適切な内容を表現するテクニック』中央法規出版

「簡潔に記録が書けない」「記録に時間がかかってしまう」「どこまで書けばよいかわからない」

等、記録の書き方で悩んでいる人は多いのではないでしょうか？

  相談援助職にとって、記録は日々の業務の重要な位置づけとなります。

本研修では、記録の機能をはじめ、記録に必要とされる要素や用いるべき語句等を学ぶこと

で、限られた時間で的確な記録を残す具体的なスキルを身につけます。

 漫然と悩んでいた記録の悩みを解消しましょう！
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